
安
心
し
た
暮
ら
し
に
向
け
て

質
問
　
市
道
に
お
け
る
冠
水
へ
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁
　
過
去
の
冠
水
履
歴
を
踏
ま
え
、
大
雨

が
降
る
前
に
職
員
が
道
路
上
の
雨
水
ま
す
周

辺
の
清
掃
を
実
施
し
、
排
水
機
能
の
確
保
に

努
め
、
必
要
に
よ
り
施
設
等
の
新
設
に
よ
る

排
水
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

市
民
か
ら
土
の
う
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に

は
届
け
る
な
ど
迅
速
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

要
望
　
近
年
、
集
中
し
た
豪
雨
が
多
発
し
て

い
る
の
で
、
排
水
機
能
の
さ
ら
な
る
強
化
に

向
け
た
検
討
を
求
め
る
。

質
問
　
小
・
中
学
校
の
道
徳
が
教
科
化
と
な

っ
て
変
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
目
標
や
授
業
の
進
め
方
が
よ
り
明
確

に
な
り
、
学
校
や
学
級
に
差
が
生
じ
る
こ
と

な
く
授
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
議

論
す
る
道
徳
」
の
授
業
が
求
め
ら
れ
、
話
し

合
い
や
自
分
の
考
え
を
書
く
こ
と
を
中
心
に

据
え
、
人
間
と
し
て
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

を
正
し
く
区
別
で
き
る
能
力
を
育
て
て
い
る
。

篠
宮　

よ
し
の
り

�

（
自
民
ク
ラ
ブ
）

市
本
庁
舎
の
大
規
模
改
修
は
ど
う
す
る

質
問
　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
旧
下
里
小
学
校
は
。

答
弁
　
行
政
利
用
に
つ
い
て
具
体
案
を
検
討

す
る
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
学
校
施
設

建
て
替
え
時
の
仮
校
舎
と
し
て
の
利
用
、
本

庁
舎
大
規
模
改
修
時
の
仮
庁
舎
と
し
て
の
利

用
な
ど
が
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

質
問
　
現
在
の
本
庁
舎
を
ほ
ぼ
空
に
し
て
大

規
模
改
修
を
行
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
う

な
る
と
仮
庁
舎
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
、

旧
下
里
小
学
校
に
仮
設
プ
レ
ハ
ブ
が
必
要
に

な
る
と
思
わ
れ
る
が
そ
の
規
模
は
。

答
弁
　
仮
設
プ
レ
ハ
ブ
の
規
模
に
つ
い
て
は
、

現
在
検
討
中
で
は
あ
る
が
、
仮
設
プ
レ
ハ
ブ

に
よ
る
仮
設
の
庁
舎
を
整
備
す
る
場
合
、
旧

下
里
小
学
校
を
使
用
す
る
こ
と
で
そ
の
施
設

規
模
の
縮
小
が
見
込
め
、
費
用
削
減
効
果
は

大
き
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
本
庁
舎
の

大
規
模
改
修
に
係
る
基
本
計
画
を
策
定
す
る

際
に
、
仮
庁
舎
の
規
模
や
必
要
な
機
能
等
の

要
件
も
整
理
し
て
い
く
。

佐
藤　

一
郎

�（
東
久
留
米
維
新
の
会
）

日
本
語
学
習
指
導
の
充
実
を
求
め
る

質
問
　
母
国
語
が
日
本
語
で
は
な
い
児
童
・

生
徒
に
対
し
原
則
３
カ
月
・
４０
時
間
の
日
本

語
学
習
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

状
態
に
よ
っ
て
は
不
十
分
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
日
本
語
指
導
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
と
、
校
長
会
等
と
の
顔
合
わ
せ
・
情

報
共
有
の
場
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
原
則
の
指
導
で
不
十
分
な
場
合
は
、

相
談
の
上
、
追
加
の
指
導
な
ど
に
も
柔
軟
に

対
応
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
講

師
の
方
々
と
学
校
と
の
情
報
共
有
の
場
を
計

画
し
て
お
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問
　
市
内
で
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

運
営
し
て
い
る
法
人
が
指
定
取
消
処
分
を
受

け
、
同
ホ
ー
ム
を
利
用
す
る
方
の
間
で
不
安

が
広
が
っ
て
い
る
。
都
と
連
携
し
て
相
談
窓

口
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
現
在
、
都
は
窓
口
設
置
等
の
考
え
は

な
い
と
の
こ
と
。
市
で
は
相
談
が
あ
っ
た
際

に
は
丁
寧
に
対
応
し
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。

間
宮　

美
季

�（
市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

視
覚
障
害
者
補
助
具
／
災
害
時
の
ペ
ッ
ト

質
問
　
７
月
の
東
京
都
知
事
選
挙
に
お
い
て
、

視
覚
障
害
者
の
た
め
に
投
票
用
紙
の
記
入
部

分
が
手
触
り
で
確
認
で
き
る
補
助
具
を
都
内

の
２３
区
の
う
ち
１６
区
が
導
入
し
た
。
本
市
で

も
導
入
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
弁
　
導
入
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
等
に
つ

い
て
、
情
報
収
集
を
し
て
い
く
。

要
望
　
ぜ
ひ
前
向
き
な
検
討
を
求
め
る
。

質
問
　
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
は
、
ア

レ
ル
ギ
ー
対
策
や
場
所
の
問
題
か
ら
難
し
い

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
避
難
所
が
新
た
に
設

定
さ
れ
る
場
合
は
、
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
所
を

設
置
で
き
な
い
か
。

答
弁
　
市
の
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
同
行

避
難
を
前
提
と
し
て
お
り
、
新
た
に
同
伴
避

難
所
を
設
置
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

要
望
　
同
伴
避
難
が
で
き
な
い
こ
と
で
、
避

難
を
諦
め
る
方
も
い
る
。
動
物
保
護
の
観
点

だ
け
で
は
な
く
、
飼
い
主
で
あ
る
市
民
の
安

全
の
た
め
に
も
同
伴
避
難
の
検
討
を
引
き
続

き
求
め
る
。

か
や
ま　

玲
子

�（
市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

豊
か
な
自
然
環
境
で
子
育
て
で
き
る
街
へ

質
問
　
夏
休
み
に
試
行
し
た
一
部
学
童
保
育

所
で
の
弁
当
提
供
に
つ
い
て
、
①
利
用
状
況

は
、
②
保
護
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
は
。

答
弁
　
①
全
体
で
２
８
５
５
食
、
登
所
児
童

の
約
２６
％
が
利
用
、
②
受
託
事
業
者
で
把
握

す
る
内
容
は
担
当
も
確
認
を
行
う
。

質
問
　
直
営
所
舎
で
実
施
検
討
と
周
知
は
。

答
弁
　
試
行
状
況
を
踏
ま
え
、
来
年
度
の
夏

休
み
を
念
頭
に
、
直
営
所
舎
で
の
対
応
を
検

討
す
る
。
全
所
舎
で
実
施
す
る
際
は
、
入
所

案
内
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
周
知
を
想
定
。

質
問
　
落
合
川
で
絶
滅
危
惧
種
の
ホ
ト
ケ
ド

ジ
ョ
ウ
が
、
２
０
０
８
年
の
９３４
匹
か
ら
２
０

２
４
年
は
７
匹
へ
激
減
。
市
の
対
応
は
。

答
弁
　
生
息
数
減
少
の
原
因
は
未
特
定
だ
が
、

生
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
も
情
報
共
有
し
、
現
状
把
握
に
努
め
る
。

質
問
　
環
境
基
本
計
画
の
目
標
に
は
絶
滅
危

惧
種
の
生
息
・
生
育
環
境
の
保
全
と
あ
る
。

環
境
審
議
会
等
と
も
状
況
を
共
有
す
べ
き
。

答
弁
　
審
議
会
や
市
民
環
境
会
議
へ
伝
え
る
。

梶
井　

琢
太

�（
市
議
会
立
憲
民
主
）

こ
ど
も
の
た
め
の
教
育
環
境
の
整
備
を
！

質
問
　
本
村
学
童
保
育
所
の
ト
イ
レ
環
境
に

つ
い
て
、
①
建
物
２
階
の
集
会
室
の
ト
イ
レ

の
使
用
を
提
案
し
た
が
進
捗
は
、
②
所
舎
の

ト
イ
レ
の
洋
式
化
の
検
討
状
況
は
。

答
弁
　
①
一
定
の
ル
ー
ル
の
下
、
使
用
で
き

る
状
況
。
②
引
き
続
き
、
対
応
を
検
討
。

質
問
　
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
学
び
の
多
様

化
に
つ
い
て
、
①
市
の
取
り
組
み
と
そ
の
成

果
、
②
今
後
の
支
援
へ
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
　
①
学
習
適
応
教
室
ス
マ
イ
ル
・
ス
テ

ッ
プ
、
校
内
別
室
指
導
、
不
登
校
巡
回
指
導

教
員
の
配
置
等
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
令
和

５
年
度
か
ら
６
年
度
に
か
け
て
、
不
登
校
児

童
・
生
徒
の
出
現
率
は
増
加
し
て
い
る
も
の

の
、
学
校
復
帰
率
も
増
加
し
て
い
る
。
②
状

況
に
応
じ
た
多
様
な
学
習
の
機
会
や
柔
軟
な

対
応
を
検
討
。
ま
た
、
学
校
が
こ
ど
も
の
小

さ
な
変
化
を
早
期
に
発
見
し
、
関
係
諸
機
関

と
連
携
し
た
組
織
的
な
対
応
の
体
制
強
化
の

た
め
、
東
京
都
版
学
び
の
多
様
化
学
校
で
も

あ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス
の
導
入
等
も
検
討
。

髙
橋　

和
義

�

（
公
明
党
）

通
学
用
自
動
車
に
添
乗
員
の
配
置
を

質
問
　
特
別
支
援
学
級
の
通
学
用
自
動
車
に

添
乗
員
が
居
な
い
問
題
に
つ
い
て
。
ト
ラ
ブ

ル
等
で
対
応
が
必
要
な
ケ
ー
ス
も
出
る
と
思

わ
れ
る
。
児
童
の
命
を
守
る
た
め
に
も
添
乗

員
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁
　
添
乗
員
が
乗
る
こ
と
で
大
型
バ
ス
に

な
り
、
自
宅
前
で
の
送
迎
が
で
き
ず
、
児
童

や
保
護
者
の
負
担
、
道
路
状
況
等
を
総
合
的

に
考
え
現
在
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
車
内

の
児
童
管
理
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
研
修
と
、

教
員
か
ら
児
童
へ
の
指
導
を
繰
り
返
し
行
っ

て
い
る
。
万
が
一
、
運
行
に
支
障
が
出
た
場

合
に
は
、
運
行
会
社
が
別
の
バ
ス
を
配
車
す

る
な
ど
支
援
体
制
を
取
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

要
望
　
台
数
を
増
や
し
な
が
ら
添
乗
員
を
配

置
す
る
こ
と
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
　
市
内
公
園
に
つ
い
て
、
公
園
で
の
花

火
解
禁
の
検
討
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

答
弁
　
年
に
数
件
「
公
園
で
花
火
が
し
た

い
」
と
の
意
見
が
市
民
よ
り
届
く
が
、
現
状

は
火
気
を
お
控
え
い
た
だ
い
て
い
る
。

鴨
志
田　

芳
美

�

（
日
本
共
産
党
）

学
校
給
食
調
理
室
の
暑
さ
対
策
を
！

質
問
　
調
理
室
の
室
温
が
、
夏
は
４０
度
を
超

え
る
学
校
も
あ
る
。
暑
さ
対
策
に
つ
い
て
、

①
低
輻
射
型
の
回
転
釜
の
導
入
は
、
②
国
や

都
へ
の
改
善
要
望
や
市
と
し
て
の
対
応
は
。

答
弁
　
①
低
輻
射
型
の
回
転
釜
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
通
常
の
回
転
釜
よ
り
、
サ
イ
ズ
が

大
き
く
、
現
在
の
調
理
場
の
状
況
で
設
置
が

困
難
な
こ
と
、
高
額
で
予
算
面
で
難
し
い
こ

と
が
課
題
と
認
識
。
②
現
在
の
調
理
室
に
大

幅
に
手
を
入
れ
て
空
調
が
効
く
状
態
に
す
る

こ
と
は
、
か
な
り
難
し
い
。
そ
の
中
で
ど
う

い
う
対
応
が
で
き
る
か
、
各
自
治
体
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
公
契
約
条
例
を
制
定
し
た
多
摩
市
で

は
、
事
業
者
、
労
働
者
、
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
結
果
が
生
み
出
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
で
の
条
例
の
制
定
は
。

答
弁
　
労
働
行
政
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
積
極

的
に
国
に
お
い
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
現
在
、
制
定
に
向
け
て
の
考

え
は
持
っ
て
い
な
い
。

北
村　

龍
太

�

（
日
本
共
産
党
）

学
校
業
務
の
Ｄ
Ｘ

質
問
　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
、
学
校
業
務
に
お
け

る
Ｂ
Ｐ
Ｒ
の
実
施
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
検

討
内
容
を
伺
う
。

答
弁
　
教
育
委
員
会
で
は
、
事
務
局
と
各
学

校
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
手
続
が
紙
で
行
わ

れ
て
お
り
、
紙
を
用
い
た
事
務
処
理
に
一
定

の
時
間
や
保
管
ス
ペ
ー
ス
を
要
し
て
い
る
。

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を
図
り
、
ス

モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
と
し
て
段
階
的
に
取
り
組

む
考
え
。
そ
の
上
で
、
市
民
や
教
員
等
の
利

便
性
の
向
上
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
事
務

局
の
事
務
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
た
い
。

質
問
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
務
を
想
定

さ
れ
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

答
弁
　
教
育
総
務
課
は
、
故
障
や
破
損
し
た

１
人
１
台
端
末
の
修
繕
に
係
る
依
頼
を
、
こ

の
２
学
期
か
ら
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
フ
ォ
ー
ム
を
導
入

し
、
学
校
側
の
負
担
軽
減
等
を
図
っ
た
。
今

後
、
学
校
施
設
の
修
繕
依
頼
や
、
校
庭
や
体

育
館
の
施
設
使
用
申
請
な
ど
へ
の
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ

フ
ォ
ー
ム
の
活
用
も
検
討
す
る
。

島
崎　

孝

�

（
自
民
ク
ラ
ブ
）

あ
ら
た
め
て
防
災
意
識
の
啓
発
を

質
問
　
災
害
用
ト
イ
レ
の
備
蓄
が
あ
れ
ば
、

家
が
住
め
る
状
態
な
ら
、
断
水
時
も
在
宅
避

難
が
可
能
と
な
る
。
①
各
家
庭
で
の
災
害
用

ト
イ
レ
の
備
え
を
呼
び
か
け
る
べ
き
で
は
、

②
期
限
が
切
れ
る
市
の
災
害
用
ト
イ
レ
の
備

蓄
品
の
総
合
防
災
訓
練
等
で
の
活
用
は
。

答
弁
　
①
水
や
食
料
と
一
緒
に
、
防
災
ト
イ

レ
、
携
帯
ト
イ
レ
の
重
要
性
を
、
広
報
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。
②

総
合
防
災
訓
練
で
の
配
布
方
法
を
検
討
中
。

質
問
　
日
常
的
に
家
族
の
世
話
や
介
護
等
を

過
度
に
担
う
こ
ど
も
・
若
者
、い
わ
ゆ
る「
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
へ
の
支
援
が
法
制
化
さ
れ

た
。
学
校
等
と
連
携
し
、
確
実
な
支
援
が
行

き
届
く
よ
う
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
対
象
の
把
握
は
、

制
度
上
、
年
に
１
回
程
度
、
定
期
的
な
調
査

の
実
施
が
望
ま
れ
る
こ
と
を
受
け
、
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
と
指
導
室
で
国
の
説
明
内
容

の
情
報
共
有
を
行
っ
た
。
調
査
の
実
施
に
向

け
、
課
題
整
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

阿
部　

利
恵
子

�

（
公
明
党
）

東久留米市議会
会議録検索システム

（https://www.city.higashikurume.
tokyo.dbsr.jp/index.php/）

本会議の進行を務める沢田孝康議長

日
本
郵
便
株
式
会
社
と
の
協
定
に
つ
い
て

質
問
　
日
本
郵
便
株
式
会
社
と
の
包
括
連
携

に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
、
相
互
連
携
に

よ
り
、
３
つ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
を
伺
う
。

答
弁
　
①
市
内
１２
カ
所
の
郵
便
局
に
ク
ー
ル

シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
、
②
郵
便
業
務
時

を
通
じ
た
こ
ど
も
・
高
齢
者
・
障
害
者
等
の

見
守
り
活
動
、
③
郵
便
局
内
で
の
広
報
・
チ

ラ
シ
の
設
置
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
な
ど
市
政

情
報
の
周
知
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し

て
も
ら
う
予
定
。

質
問
　
成
年
後
見
人
に
対
す
る
本
市
の
報
酬

助
成
は
市
長
申
し
立
て
し
た
者
に
限
る
と
聞

い
て
い
る
。
国
の
通
知
で
は
、
本
人
や
親
族

に
よ
る
申
し
立
て
費
用
や
報
酬
助
成
を
行
う

検
討
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁
　
報
酬
助
成
制
度
は
、
課
題
が
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
費
用
対
効
果
を
含
め
、
関

係
部
署
と
調
整
し
、
整
理
し
て
い
き
た
い
。

要
望
　
制
度
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
取

り
組
み
を
し
っ
か
り
行
う
よ
う
求
め
る
。

当
麻　

一
哉

�

（
自
民
ク
ラ
ブ
）
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